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はじめに  

京都府では、京野菜をはじめとする、九条ねぎやキャベツ等の栽培が盛んである。しかし、近年、

アザミウマ類の被害が増加しており、特にネギアザミウマによる被害は深刻化している。また平成26

年には、ネギアザミウマが媒介するネギえそ条斑病（IYSV）の発生が当ＪＡ管内で初めて確認された。

京都府においてネギアザミウマの防除は薬剤散布が中心となるが、本種の殺虫剤に対する感受性低下

も懸念される中、早急な防除対策が求められている。そこで、ネギハモグリバエで一定の効果が確認

されている（神川・井村，2014）、ダゾメット剤に着目し、冬期処理をおこなうことで、土中で蛹化す

るネギアザミウマに対する防除効果について調べた。 

材料および方法 

 試験は、京都府京都市伏見区のネギ栽培圃場においておこなった。2014年 1月 16日にダゾメット

剤 30kg/10aを散布し、被覆区、無被覆区、対照区を設定した。被覆区および対照区は 2014年 4月 8

日、無被覆区は同年 4月 25 日にそれぞれ定植した。調査は、4月 10日から 6月 11 日までおこない、

各処理区でネギをランダムに 25株選択し、ネギアザミウマによる被害が認められた場合には被害程度

について調べた。被害程度は、５段階（A：１株の被害葉率が 100～51％以上、B：同50～31％以上、C：

同 30～11％以上、D：同 10～１％以上、E：同０％）に区分し、被害度を求めた。また、各処理区に黄

色粘着板（商品名：ホリバー）をそれぞれ２枚設置し、約１週間間隔で誘殺虫について調べた。さら

に、5月下旬からは IYSVの発生の有無についても調べた。 

結果および考察 

 ネギアザミウマによる被害痕は、全ての処理区で調査開始日から確認したが、被覆区での被害度は、

5月上旬まで対照区の約2分の1に推移した。5月中旬に被覆区の被害度は、対照区と同等になったが、

5 月下旬から収穫期（６月中旬）まで再び対照区の約 2 分の１に推移した。無被覆区の被害度は、試

験期間を通じて被覆区および対照区より高い値に推移した。これは、定植時の苗に本種が発生してい

たものと考えられる。黄色粘着板への誘殺数は、被覆区および無被覆区では 5 月中旬まで対照区の約

2分の１の値に推移したが、5月下旬から6月中旬まではほぼ同等となった。えそ条斑病の発病葉率は、

被覆区および無被覆区で対照区の約3分の１および 2分の１に抑えた。 

以上の結果から、ダゾメット剤処理により、ネギアザミウマの初期発生に対しては有効であるが、

栽培後期では効果が落ちると考えられた。これは、ネギアザミウマの圃場外からの飛び込みの影響に

よると考えられる。 
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